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使いやすく、性能的にも問題なく実務で使え
るめどがたったため、不安なく利用を開始す
ることができました」と熊倉氏は話す。

　こうして同社は、基幹システムのリプレース
を実現。各システムの間でスムーズにデータが
やりとりできる仕組みを構築している。
　また同時に、周辺業務効率化を目的とした
ASTERIA WARP導入も実現。活用の一例
が「標準請求書の発行」である。具体的なフ
ローは次のようなものだ。
　まずGRANDITの画面上で「請求書発行」ボ
タンをクリックすると、ASTERIA WARPがURL
実行される。ASTERIA WARPはGRANDITの
SQLサーバーから必要データを収集し抽出。
その後、CSV形式に変換し、帳票システムに
渡す仕組みである。
　「従来、この仕組みはスクラッチで開発してお
り、少しの変更にも多くの手間と時間が必要で
した。現在は、ほとんどの状況にASTERIA 
WARPの設定変更で対応できます。ノンプロ
グラミングで直感的に扱えるため、特定担当
者に依存することもありません」と熊倉氏は満
足感を示す。

は、各製品が処理状況を出力する「共有ログ
テーブル」を設置。そこをASTERIA WARP
が監視し、異常フラグを確認した場合はすぐ
管理者にメール通知することで、エラーに起
因する業務遅延・発注漏れなどを予防してい
る。吉田氏は「これがなければ業務は回らな
い。欠かせない仕組みの1つです」と高く評
価する。
　さらに、従来は難しかった、社内ユーザー部
門の要望に応えることも容易になっているとい
う。「ASTERIA WARPの導入後、活用状況
を見た各部門から『この業務も自動化できない
か』といった要望が寄せられるようになりまし
た。開発が容易なASTERIA WARPなら、そ
うした声にも柔軟に応えられます」（熊倉氏）。
これまでに、鶏肉の相場価格情報をPDF化し
取引先にメール送信する仕組みを構築。人手
による作業を削減し、各部門の業務負荷の削
減に貢献できているほか、迅速な情報提供に
よる顧客満足度の向上にもつなげている。
　「そのほか、社内のOracle DBから取引デー
タを取得しExcel化する仕組みも整備。今後も
さらなる活用法を考案するとともに、扱える人
員も増やしていきたいと思います。基幹システ
ムを構成する製品が入れ替わっても、周辺業務
の自動化ニーズはなくなることはありません。
ASTERIA WARPは、替えのきかないツールと
いえるでしょう」と熊倉氏は最後に語った。

　飼料原料の供給、飼養から生産加工までを
担うグループ企業と連携し、食肉製品の販売
事業を展開するフードリンク。「畜産インテグ
レーション」の最前線を担う企業として、スー
パーや外食チェーン、コンビニエンスストアな
ど、多様な取引先に向けた商品を提供してい
る。
　同社は、これらのビジネスを担う基幹シス
テムをメインフレームで構築し、長年運用して
きた。「販売管理、会計、電子商取引などのシ
ステム群は、幾度もの改修を経て複雑化が進
行。担当者以外が全容を把握できない『ブラ
ックボックス化』が課題になっていました」と
同社の熊倉 高生氏は振り返る。
　この状況の下では、様々な業務上の問題が
発生していた。例えば、取引先の追加に際し
てシステムを連携する場合も、システムの複
雑化により作業工数が増大。作業完了までに
は数カ月を要するなど、迅速なビジネスの阻
害要因になっていたという。「その間はFAX
などで取引せざるを得ず、取引先と社内の双
方に不便をかけてしまっていました」と同社の
吉田 和幸氏は言う。
　そこで同社は、基幹システムのリプレースを
決断。業務ごとに最適なパッケージ製品を使
うオープンシステムに移行することで、課題解
決を図ることにした。
　「ポイントは、EDIの仕組みのバックエンド
でEAIツールを採用することです。これによ
り、EDIの仕組みだけでは足りない機能を
EAIツール側で補完できると考えたのです」
と吉田氏は話す。

　早速同社は製品の選定を開始した。まず、
会計システムにERP「GRANDIT」、帳票シス
テムにはウイングアーク１ｓｔの「SVF」を採
用。販売管理、電子商取引といった業務にも、
それぞれ専用のパッケージ製品を採用した。
　また並行して、EAIツールも検討を実施。最
終的に選んだのが、TOKAIコミュニケーション
ズが提案したインフォテリアの「ASTERIA 
WARP」である。
　熊倉氏は、選定理由を次のように述べる。
「ポイントは2つ。それが『開発容易性』と『多
様なデータ形式への対応』です。まず前者に
ついては、アイコンをドラッグ＆ドロップし、線
でつなぐだけで連携フローを構築することが可
能。直感的な操作感は他製品に比べ際立って
おり、これなら思い描いたシステムが実現でき
ると感じました」。
　一方の対応データ形式の豊富さについて
も、同社はASTERIA WARPを高く評価。テ
キストやCSVのほか、多数のアダプタが用意
されている点が、将来的な用途拡大にも十分
対応できると感じたという。「特に、『Excelアダ
プタ』を活用すれば、従来はExcelのマクロ機
能で行ってきた業務も、ASTERIA WARPが
肩代わりできます。Excelは多くの社員が使
うアプリケーションだけに、大きな業務効率化
が図れると考えました」と吉田氏は述べる。
　また同社は、ASTERIA WARPの採用を
決めたのち、入念なテストも実施した。「先
行して小規模なテスト環境を構築し、利用開
始にあたっての機能理解につとめました。同
時に、処理速度や安定性を徹底検証。結果、

　また、今回のASTERIA WARP導入を機に、
新たに実現した仕組みもある。それが、「エラ
ー通知の自動化」だ。
　新基幹システムでは、複数のパッケージ製
品での処理を経て、1つの業務を行うケース
がある。つまり、ある製品がエラーを起こせ
ば、その結果が次の工程に影響するため、適
正に業務を進めることは難しい。そこで同社
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